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患者と家族を取り巻く人 々 に対する看護行為の 意味
宮 崎 美砂子 ･ 平 山 朝 子 (千葉大学看護学部)
本研究 は, 在宅 ケ ア の 援助過程 に お い て , 患 者 と家族を取り巻く援助関係者 に働きか け る看護行為 が, 患者 と家族 に質の
高 い 援助 を提供す る上で , ど の よ う な意味 があ るか を明 らか にす る こ と を目的と した｡
2事例 の 援助過程 に つ い て , 担 当 した保健婦 に対 し, 非構成的 な面接調査を行 っ た｡ そ して , 看護行為 が誰 に向けた働き
か け で ある か に つ い て , ① 患者本人, ② 家族 ･ 親 族, ③ 援助関係者 に分 け, そ れ ら の 行為 が 充た そ う と し た ニ ー ズ及 び
創出 した手段を調 べ , ③ に 対す る看護行為 の 侍徴を検討 し た｡
そ の 結果, 援 助関係者 に対す る看護行為 に は , 以 下の 特徴が 認 め られ た｡
1 . ｢ 依頼す る｣｢相談す る｣ 等, 患者 の 立場 に身を置 い て い るか ら こ そ 実施 でき る行為 が多く行 われて い た｡ 2 . 患者や 家
族 の 真意 に沿 っ た 医療 ･ 看護 ･ 福祉 サ ー ビス の 提供 や , 周囲 の 人 々 と協調 した社会生活 の 継続 に対す る ニ ー ズ に 応 じ る行為
で あ っ た｡ 3 . ｢援 助関係者 に直接働き かけ る｣｢他 の 関係者を介在 させ る｣ ｢援助関係者同士をつ な げ る｣ と い っ た 3 つ の
特徴 の あ る手段 が用い られて い た｡
以上 よ り, 在 宅ケ ア におけ る, 援助関係者 に対す る看護行為 の 意味 と は, 本人 や家族 の 気持ちや意向の 理解を促 し, 患者
や 家族 に対す る責任性の 認識を高 め る こ と に よ り, 地域 にお い て 人 々 が 望む在宅 ケ ア 体制づくりを推進する こ と で あ る と考
え る｡
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I
. 目 的
看護は, 人 々 の生活を健康的で 自立的なも の に整える
ことを目的と した援助活動で ある ｡ そ の 本質は, 対象と
な っ た人が真に望ん で い る生活と はどの よう なもの で あ
るかを援助者と し て深く理解 し, そ の ニ ー ズ に応え て い
く こと に ある ｡
望む生活を整え る こ と に援助者と して 責任を持ち, そ
れを追求する姿勢を貫 こうとするとき , 看護 の 機能 は,
単 に個人 に適用され る状態に と どまる もの で はな い ｡ 人
間の生活 は, 生活 の営み の基盤で ある家族, 生活共同体
と して の 地域社会と密接に 関わ っ て い る｡ そ れ故 に , 対
象とな っ た人 の生活を整える に は, 当然 の こ とな が ら,
家族や地域社会にま で広く看護の機能を適用 して いく こ
とが求め られ る｡
ニ
ー ズ を充たす手段をみると, 看護職が働 きか ける対
象 は, ① 患者本人, ② 家族(耕族を含む), ③ 援助関
係者 に分 けられ , 特 に在宅ケ ア の支援に お い て は, ③が
多彩多様で あり, ③ へ の働きかけが在宅ケ ア にお ける看
護の質を高める の に重要な意味を持 っ て い ると思われる｡
そ れ は, 先 に, 保健婦の援助過程に おける認識内容を調
べ たと こ ろ1), 全体 の約7割が , 援助関係者に 関する認
識で構成され て い た こ とか らも, 推察 で きる｡
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在宅ケア にお い て , 看護職が援助関係者に 働きかける
行為 は, 他職種と の 連携ある い は社会資源導入の方法に
関する文脈で 議論され て い るが, そ れが看護と して本来
どの よう な意味の ある行為で あるか の追究は , 充分 に行
われ て い な い ｡
病院施設内の ケ ア に お い て は, 援助関係者に対する看
護職の働きか けは, 同 じ施設内にお ける医療関係者との
協動の議論で あり 2), ま た± 看護行為とい う より , 看護
管理 的側面から議論され る こ とが多い 3) 4)0
本研究で ほ, 在宅ケ ア の 援助過程にお い て , 援助関係
者に働きかける行為が , 患者や家族に質の高い援助を提
供する上で どの よう に 役立 っ て い るか , 看護行為とし て
の意味を明らか に する こ とを目的とする｡
Ⅱ . 方 法
研究の 目的に対し了解の 得られた保健婦 2名に対 し,
在宅ケ ア の援助で成果があが っ た事例を申告して もら い,
援助開始から成果があが るま で の期間の 援助過程に つ い
て , 事例 の経過, 行 っ た援助, 保健婦の 考え に つ い て の
非構成的な面接調査を行う｡
調査事例は2例で あり, 概要を表1 に示す｡
調査内容は録音し, 逐語記録を作成する｡ まず, 逐語
記録か ら, 保健婦が働きかけた行為の意味や働きか けた
対象が異なる ごと に 1件の行為を抽出する｡ 次 い で , 抽
出した行為を, A. 行為 の 向けられた対象別に ① 患者
表1 事例の概要
[事例1]
本人 :88歳 ･ 女性 脳梗塞 ･ 胆嚢炎
2年間入院中｡ 寝 た きり状態, 痴 呆症状 あり
Ⅰv H実施 ･ パ ル ン カ テ ー テ ル 装着中
家族構成 : 長女56歳, 長女 の 夫56歳, 孫娘24歳
援助期間 : 8 カ月
援助開始の契機 : 長女 か ら退院希望の 相談を受 け る
援助経過 : 主治医と会 い, 本人の 退院可能性を相談｡ ⅠV H
が 経菅栄養 に順調 に移行すれば退院の 可能性ありと医師カラ
ら意見を得 た｡ 本人 ･ 家族の 在宅療養希望 の 意向に沿う べ
く, 病院か ら地域 へ の 医療 ･ 看護の 継続体制, 介護負担軽
減 の た め の 福祉 サ ー ビ ス 利用体制を整え た｡
[事例2]
本人 :47歳 ･ 女 性 .不安神経症
･ 精神分裂病疑
家族構成 : 長 女17歳, 実父80歳, 夫 と は数年前 に離婚
援助期間 : 8 カ 月
援助開始 の契機 : 福祉事務所児童相談員 から, 長女 が 不登
校 とい う情報を伝え られ , 援助依頼を受け る
援助経過 : 長女が 不登校, 父親 が痴呆 と い う問題状況 に本
人 は遭遇 し, こ の ま ま だ と自分 は ホ ー ム レ ス に な っ て し ま
うの で はな い か と不安を訴 え た｡ 医学的判断が必要な状態
で あり, 早急 に受診 に結 び つ け た｡ 過 1 回 の 通院 に よ り,
自宅 で の 生活が 継続で き るよ うか か わ っ た が , 不安症状が
改善せず増悪 した た め, 叔母 と連絡を取り, 本人了解 の 下
に入院 の 選択が で きる よ う状況を整え た ｡
本人, ② 家族(親族), ③ 援助関係者 に分ける｡ そ し て
①②③の個々 の行為が, B. どの よう な ニ ー ズ を充たそ
うとし て行われたもの で あるか , 及 びC. ど の ような手
段を用い て行われたもの で あるか を, 援助過程に おける
保健婦の認識 ･ 判断 ･ 意図を基に調 べ る｡ 以上か ら, 援
助関係者に 働きか けた行為③が, 患者や家族 へ の 看護の
質を高め る上で , ど の ような意味を持 っ て い るかを検討
する｡
Ⅲ . 結 果
1
. 働きか けた行為の件数, 行為の 対象
逐語記録から, 事例1 は54件, 事例2 は37件の合計91
件の行為を抽出した ｡ 保健婦が働きか けた行為の対象は,
① 本人 :24件, ② 家族 :16件, ③ 援助関係者 :51件
で あ っ た｡ 対象の 具体内容をみると, 家族 は, 長女 (事
例1) 及び叔母 (事例2) で あり, 援助関係者と は, 義
2 に示すよう に , 事例1 で は12の種別に及ぶ保健 ･ 医療 ･
福祉関係者, 事例2 で は7 の種別に及 ぶ保健 ･ 医療 ･ 福
祉関係者で あ っ た｡
2
. 行為 の 内容
本人に対する行為は, 訴えを聞く (6件, 以下数字の
み示す), 行動を共にする(4), 状態を把握する(4), 情
報を伝える(3), 励ます(2), 提案する (2), 話し合う
(1), 話を し て聞かせる(1), 相談 に の る (1)の 内容で
あ っ た｡ 家族 に対して は, 話 しや考えを聞く (5), 相談
する(4), 情報を伝える(4), 訴 えを聞く(2), 状悲を
把握する(2)の 内容で あ っ た ｡ 一 方, 援助関係者に対 し
て は, 依頼する(22)が顕著に 多く, 他に , 相談する(8),
情報を伝え る(8), 情報を聞く(7), 確認する (1), 検
討する(1), 相談 に の る(1)の 行為が行われ て い た｡
表2 働きかけた対象の種別
対 象 事 例 1 事 例 2 計
Q 本人 本人 (3) 本人 (21) 24
(卦家族 長女 (14) 叔母 (2) 16
③援助 主治医 (l l) 主治医 ( 5)
51
関係者 病院婦長 ( 5) 児童相談員 (3)
病院看護婦 ( 2) 社会福祉事務所
病院付添婦 ( 1) 職員 (1)
保健所長 ( 2) 福祉施設生活指導
保健所保健指導 良 ( 1)
課長 ( 2) 福祉施設嘱託医
保健所保健婦 ( 1) E E
村保健婦 ( 8) 保健セ ン タ - 長
村訪問看護婦 ( 2) E E
村保健課長 ( 1)
村福祉課長 (1)
村社会福祉協議
会長 (1)
民生委員 (2)
計 54 37 91
( ) 内の 数字 は行為 の 件数 を示す｡
3. 充 たそうと した ニ ー ズと用 い た手段 との関連
1) 本人 へ の 働きかけ
本人の ニ ー ズを充たすため に , 直接本人に働きか ける
手段が用い られ て い た (12件)｡ ニ ー ズ の 具体内容 をみ
ると , 心身 の状態 ･ 気持ち ･ 日常生活の把握, 不安 の 受
けとめ , 相談相手, 意思決定や行動化の促進で あ っ た｡
ま た, 家族員の ニ ー ズ を充たすため に , 本人 に働きか
ける手段が用い られ て い た (2件)｡ こ れ は, 家族員 の
健康や生活面の ニ ー ズ , あ る い は, 患者本人を家族とし
て の立場から援助 して いく こと へ の ニ ー ズを っ か もうと
した時に , 家族と直接面会で きな い 状況下に お い て選択
された手段で あり , 本人か ら家族員の 健康や生活, 別居
家族や親族の 居住地や職業, 本人と の 交流具合を っ かむ
ことが行われ て い た｡
2) 家族へ の働きかけ
本人の ニ ー ズ を充たすため , 家族員に働きかける手段
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があり (1件), それ は, 病状 に より他者と コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン が取れ な い状態に ある本人の意向を明らか に する
ニ
ー ズを充たすも の で あ っ た｡
ま た, 家族員の ニ - ズ を充たすため に , そ の家族員自
身に 直接働きか ける手段 (9件) と, 別 の家族員に働き
かける手段 (3件) が用い られ て い た｡ 前者 に みられた
具体的な ニ ー ズ と は, 介護 に 直面 した家族員の気持ちの
把握, 気持 ち の受けとめ, 意思決定を助ける, 望 む生活
像の 明確化 介護能力の査定, 知識 ･ 技術習得 へ の動機
づ け に応 じるもの で あ っ た｡ 一 方, 後者は, 長女 の夫が
義母の退院と在宅介護開始を気持 ちよく受けとめられる
よう に , 長女を通じ て夫 の考え方を把握するこ とや , 本
人 の入院に 際し て , 同居し て い る高齢の 父と高校生の娘
の生活を整えるた めに , 叔母 に中心にな っ て考え て もら っ
た り, 県外 に嫁 い で い る本人の妹が本人の保護義務者と
なる ことを受 け入れ られるよう に , 叔母 に仲介役を担 っ
て もら っ た りするもの で あ っ た｡
そ の他 に , 家族生活の方向性を決定する ニ ー ズ に対し
て , 家族 の 一 人 に 働きか け て , 家族全体の意向をと らえ
る手段が用い られ て い た (3件)｡ 具体内容 をみ ると ,
母親を退院させ て在宅で の介護を開始すると い う, 家族
全体の生活に 関わる決定に つ い て , 長女と話 し合い, 家
族とし て の意向を確認したも の で あ っ た｡
3) 援助関係者 へ の 働きかけ
次の A - Ⅰ の手段が用い られ て い た｡ 具体内容を表3
に示す｡
A : 本人 ･ 家族に対する責任性の認識を つか む
本人 ･ 家族に かかわ っ て い る援助関係者と直接会い ,
行 っ て い る援助内容に つ い て 話を聞い たり, 援助行為を
観察 した りする手段に より, そ の 関係者の援助者とし て
の責任性の 認識具合をとらえ, 本人 ･ 家族が満足の いく
援助が受 けられ るように , 保健婦が関係者にかかわ る こ
と の必要性や方向性を明確に しようとするもの で あ っ た｡
B :本人 ･ 家族の 真意を伝達する
本人や家族の 気持ちや意向に沿 っ た援助提供が行われ
るよう に , 協力が必要な関係者に は直接会 っ て , 本人や
家族の真意を伝え ると い う手段が用い られ て い た｡ そ う
する こと に より, 関係者が本人 ･ 家族 の立場に立 っ て 問
題の理解が で きる よう促そうとし て い た｡ こ れ は, 本人
や家族の意向や満足, 意思を尊重する ニ ー ズ を充たすも
の で あり, 関係者に かかわ る前に , 本人 ･ 家族 の真 の気
持ちや意向がど の よう で あ るか を充分に つ かもうとする,
保健婦の行為が存在 して い た ｡
C : 保健婦側の真意 ･ 熱意 ･ 誠意を伝達する
上記の よう に本人 ･ 家族 の 真意を協力が必要な関係者
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に伝え ると共に , 協力を得た い 具体的事項に つ い て 相談
を持ちか けたり, 質問したり して , 本人 ･ 家族の 真意に
沿 っ た援助を実現させ た い と考え て い る保健婦側の 真剣
な気持ち ･ 熱意 ･ 誠意を関係者に伝える手段を用い て い
た｡ 具体内容をみると, 病院勤務医で ある主治医に対し
て , 在宅ケ ア に対する理解や協力を引き出そうとする行
為で あり, 本人や家族の 意向を充分に反映 した医療方針
の決定や医療体制確保の ニ ー ズ を充たすもの で あ っ た｡
D : 人 (紐織) 同士の 既存の関係性を活用する
接近 しよう とする関係者に直接かかわる前に , そ の 関
係者に つ い て 知 っ て い る人か ら予備情報を入手 して , 関
係者に かかわ る方略を考え たり, 既 に そ の関係者を知 っ
て い る人 に 同席を依頼 して 関係者との面会場面を っ く っ
た りする手段が用い られ て い た｡ そ れ に より, 初期 の時
点から関係者との 関係の質を深め, 関係者か ら質の高い
協力を引き出そうとするも の で あ っ た｡ こ の手段は, 援
助 の必要性を表明して い な い 患者 へ の面会や , 家族 の意
向を受け て保健婦側から主治医に相談を持ち込む場合の
よ う に , 関係者に と っ て保健婦がかかわ る こ と の理由が
見え にく い状況下に お い て用 い られ て い た｡ そ の背景に
は, 誰が ど の ような外部資源 (人材 ･ 機関) と っ ながり,
ど の ような情報を有して い るかを 日頃か ら注意深く把握
して おき, そ れを個別援助過程 にお い て 関係者に接近す
るときに活かそうとする保健婦の 考えが存在 して い た｡
E : 組織内にお ける専門役割や, 職位によ っ て規定され
る責任性 ･ 措辞性 ･ 影響力を活用する
ある関係者に働きか けようとする時に は, そ の 人 に影
響力の ある , 別 の関係者を介在させる こと に より, 保健
婦が直接ある関係者に働きか けるよりも, 質 の 高い介入
効果をねら っ た手段が用い られ て い た｡ 介在させる別の
関係者の人選 に際して は, 職種とし て の専門役割や, 職
位 に よ っ て規定される責任性 ･ 指導性 ･ 影響力を考慮し
て い た｡ 具体例をみると, 退院を希望して い る本人の医
療 ニ - ズ を充たすため に , 退院後に及ん で主治医に責任
を果たし て もらう ことが必要 と考えて , 保健所長や保健
指導課長を介在させ て主治医に接近したり, ま た, 家族
の介護負担軽減の ニ ー ズ を充たすため に は, 病院看護婦
に も患者入院中に実施で きる家族教育の 重要性を認識し
て もらう こ とが大切と考えて , 病院婦長や主治医にも保
健婦の 意図を伝えるよう に し て い た｡
F : 地域にお ける個々の外部資源と保健婦との 協力関係
を蓄積 し, その 関係を活用する
過去の援助事例にお い て , 保健婦と地域内の人材や施
設等との 間で 協力し合えた関係性を, 新たな別の事例 へ
の援助に 際して も積極的に活かす手段が用い られ て い た｡
表3 援助関係者 へ の働きかけに用い た手段と対応 した ニ ー ズの 内容
*) 太字は , 患者本人 の ニ ー ズ へ の 対応を示す
用 い た 手 段 対応した ニ ー ズの 内容
*)
A : 本人 . 家族に対する責任性の認識をつ かむ
管内病院看護婦の看護に対する責任性病棟を訪問し, 看護婦に本人の病状や看護内容につ いて 尋ねるo 付添婦に聞い て 欲しいと回答あり
病室を訪ね, 本人の入院状態を観察し, 付添婦による介護状況を把握する 管内病院看護婦の看護に対する責任性
B : 本人 . 家族の真意を伝達する
長女の意向に対する主治医の 理解促進家で 満足の いく介護をしてあげたい とい う母を思う長女の気持ちを主治医に伝える
退院を決断した家族の意志を保健婦から主治医に伝達し, 主治医の協力を要請する 家族の選択に対する主治医の 理解促進
受診時には本人の満足がいくよう, 気持ちを受けと めてあげて欲しい と主治医にあらかじめ依頼して おく 本人の満足のいく受診実現
.一本人の 意志を無視した強制的な入院とならな い ように, 時間をかけて説得して 欲しいと主治医に依頼する 本人の意思尊重
C : 保健婦側の意志 . 熱意 . 誠意を伝達する
長女の気持ちに対する主治医の理解促進母親を思う長女の気持ちを支援したい 保健婦の 意向を主治医に伝える
本人の 退院可能性につ い て医学的判断を仰ぐo ⅠⅤⅢ から経菅栄養へ 移行すれば可能性ありと回答あり 本人 . 家族の意向を反映させた医療方針
退院後の医療体制につ い て主治医に相談○ 往診は開業医に依頼, 緊急的は自分が対応すると の 回答あり 在宅療養における医療の確保
D : 人 (組織) 同士の既存の関係性を活用する
本人. 家族の理観 主治医の考え方の推察村保健婦に本人 . 家族や主治医と関わ つ た ことがあるか尋ねて, 情報をもらう
保健所長は医師会との つ ながりがあるの で , 入院先病院 . 主治医に関する情報をもらう 在宅ケアに対する主治医の関心具合の推察
保健指導課長は保健所管内の 病院婦長と会議を行つ て い るo 入院先病院の 看護につ い で情報をもらう 病院看護婦との協動可能性の推察
主治医と面識の ある村保健婦に, 主治医へ の相談の場に同席して もらう 主治医に対する相談の受け入れの促進
本人と面識のある児童相談員に同行して もらい, 本人を訪ねる 本人に対する援助者の受け入れの促進
E :組織内における専門役割や, 職位によつ て規定される責任性 . 指導性 . 影響力を活用する
本人. 家族と王台医との意思疎通の改善保健所長や保健指導課長から ｢主治医と会つ てきたらよい｣ と応援を得て , 主治医面会の申し入れを行う
保健所長の挨拶を主治医に伝え, 所長の了解の下に保健婦が相談に 訪れた ことを主治医に認識させる 責任ある医療の提供
保健指導課長に同行して もら い, 保健所か らの依頼事項として 関係者会議ヘ の 出席依頼を主治医に行う 責任ある医療の提供
医師である保健所長にも関係者会議同席を依頼し, 主治医に対して医師と して の責任性を喚起させる 責任ある医療の提供
退院後, 村の 保健福祉サ ー ビ スを活用する ことを予測し, 村保健婦の 協力をあ らかじめ得て おく 家族の介護負担軽減
治療責任者である主治医の 了解を得ておき, 退院に向けて の 家族教育が病棟で実施できる状況をつ くる 家族の介護負担軽減
退院に向けての 家族教育が, 病棟内で どの程度進められてい るか婦長に確認したり, 再度依頼したりする 家族教育に対する病院看護婦のB5L喚起
在宅療養準備状況を婦長に伝え, 退院後の生活を視野に入れた病院看護の実施を意識づける 退院を視野に入れ た病院看護の実施
村保健課長へ 研修の情報提供を行い, 非常勤訪問看護婦が学びなが ら働ける職場の環境づくりを促す 村の訪問看護サ ー ビス の質の 向上
F : 地域にお ける個々の外部資源と保健婦との協力関係を蓄積し, その関係を活用する
在宅ケア に対する主治医の関心の弓削ヒ退院後の 本人 . 家族の経過を主治医に報告する こと により, 主治医協力の成果を確認し合う
特別養護老人ホ - ム生活指導員や嘱託医にデイサ - ビ ス適所時の父親の状態を尋ね, 相談し合える関係をつ 父親の 健康 . 生活 へ の援助
くる
民生委員とは, 母親が寝たきり . 妻が糖尿病の た め関わりがあ つ たo 本人がトラブルを起こした住民ヘ の事情 近隣者と協調した地域生活の継続
聴取と本人 へ の偏見回避を民生委員に依頼し, 同じ近隣者の立場から仲介役を担つ て もらう
3年前から管内精神病院医師が保健セ ンタ ー の精神保健相談嘱託医となり, 事例検討会を開始したo 嘱託医 受診の必要性 . 緊急性に対する医学的
の部下の医師に, 初回の 家庭訪問へ の同行を依頼した 判断
本人の入院に備え, 父親の 福祉施設 一 時入所の必要性を検討し, 必要時には手続きが迅速に行われ る よう, 父親の健康 . 生活の 維持
福祉事務所職員にあらかじめ状況を伝えておく
G :公的な話し合いの場を活用する
主治医の理解促進 必要な医療 . 看護内保健所保健福祉サ ー ビス調整推進会議の制度を活用し, 主治医, 病院婦長, 村の福祉課長, 社会福祉協議会
長, 訪問看護婦を参集し, 事例にと つ て望ましい ケア の あり方につ い て 検討する 容 . 援助体制, 福祉サ ー ビス の明確化
村保健婦か ら提起して も改善さ れにくい村の福祉サ ー ビ ス運用方法につ いて, 公的会議の場で 話題とする 入浴サ ー ビス の実施回数の確保
保健婦 一 人で 判断する よりも, 複数の 専門家で決断した方がよ いと考えて意見交換を実施する 受診の必要性 . 緊急性の判断
受療開始後1 カ月を経るが, 症状の 改善の ない 状況に対し, 援助者を参集し, 援助方針を検討する 援助方針 . 援助体制の評価
H : 良質な援助提供のための仕組みをつくる
管内地域の看護サ ー ビス の質の向上看護サ マ リ ー 作成を病院婦長に依頼し, 病院から地域へ の看護の質を継続さ せるための 体制をつ くる
本事例を村で計画中の訪問看護事業の モ デル 事例と して, 村保健婦に認識してもらう 計画中の 訪問看護事業の質の向上
村の 保健婦 . 訪問看護婦と共に, 村の 在宅療養者へ の援助方法を検討する場を月1回定期に持つ 村の訪問看護サ - ビス の質の向上
l : 教育的 . 啓発的な働きかけを継続する
家族による介護の価値の向上家族教育の重要性を病院看護に認識して もらう働き かけも 別事例におい ても行う
患者入院中から家族が介護技術の 学習ができ るよう, 保健所の介護教室を見直し対象者の 枠を拡大する 家族による介護の 価値の向上
村の訪問看護婦が在宅ケア にやりが いを感じて働けるように, 技術的にも精神的にも相談相手となる
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それ に より, 退院後の 医療確保, 受療 に かかわ る緊急対
応, 本人と近隣者との ト ラ ブ ル へ の対処, 家族員と直接
面会で きな い状況下で の 家族員の健康状態の 把握, 本人
入院時に おける同居家族 へ の対応の よう に , 生命 の危険
や地域の偏見を回避 し, 社会生活の継続を はか ると い う
ニ ー ズ に 対し て , 迅速 に , し かも本人 ･ 家族 に と っ て精
神的に負担がかか らな い状態で , 関係者か らの 援助が確
実に受けられる ことを可能にするも の で あ っ た｡
G : 公的な話 し合いの 場を活用する
保健所保健福祉サ ー ビ ス 調整推進会議の ような , 行政
の枠組みを活用した公的な話し合い の手段を用い る こ と
に より, 本人や家族 へ の援助に あたり協力を呼びか けた
い , 地域内の 医療 ･ 福祉関係者に , 責任ある立場で参集
して もらう ことが で きて い た｡ そ うし て , 本人 の ニ ー ズ
を中心に据えた援助に つ い て の協議を実現させ て , 医療 ･
看護 ･ 福祉 サ ー ビ ス提供にか かわる関係者自身の 役割認
識を促し, 本人 にと っ て 真 に必要な援助を組織化するこ
とが で き て い た｡
H : 良質な援助提供の ため の仕組みを つくる
個別の ニ ー ズ に対応した看護サ ー ビ ス が, 質 の 高 い状
態で継続して行われる よう に , 看護 サ ー ビ ス提供にかか
わ る仕組みを開発 し, 組織内に それを設定する手段が用
い られ て い た｡ 病院退院時に看護サ マ リ ー の 作成を開始
したり, 在宅ケ ア事例を資料化して , 訪問看護 ニ ー ズ を
明示したり, 事例検討会の定例化に より, 看護職が援助
の あり方に つ い て互 い に検討で きる場を っく っ たりする
こ とが行われ て い た｡ そ れ ら の仕組み の 開設 ･ 設定 は,
地域内の看護サ ー ビ ス 自体 の質を向上させる ニ ー ズを充
たすもの で あ っ た｡
I : 教育的 ･ 啓発的な働きか けを継続する
ケ ア提供に かかわる地域内の関係者が , 家族介護の価
値を認識する ニ ー ズ を充たすため に , 教育的 ･ 啓発的な
働きか けを継続する手段が用い られ て い た｡ そ れは, 過
院患者に つ い て , 病院看護婦と家族援助の あり方に つ い
て 一 緒 に考え る機会を個別援助の 過程で創り出すことや,
従来, 保健所で行 っ て い る介護教室内容を見直して , 多
く の住民が介護の教育機会を持て る よう に し て いくもの
で あ っ た ｡ それ に は, 一 つ の 個別事例にお い て課題とな っ
た関係者 とのかか わりを, 別 の 事例にお い て も継続し て
追求 し, 望 まし い援助の あり方を明らか に しようとする
保健婦の 考えが基盤に あ っ た｡
Ⅳ . 考 察
援助関係者に対する保健婦の働きか け に つ い て , 行為
内容や, 充たし て い た ニ ー ズ, 創出した手段の観点か ら
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特徴を検討し, 看護行為とし て の意味に つ い て考察する｡
1. 援助関係者に対する働きか けの特徴
1) 行為内容
援助関係者 に対する行為内容を量的に み ると , ｢ 依頼
する｣ が顕著に 多か っ た｡ 依頼する行為と は, 自分から
協力を得たい 相手の 元 へ 出向い て理解を求め, 協力を要
請する能動的な行為で ある｡ そ れ故 に , 真に 本人 ･ 家族
の立場に立 っ て い な い と貫けな い行為で あり, 保健婦が
本人 ･ 家族 の意向を充分踏まえ て, 援助関係者にかかわ っ
て い る こ とがうかが える｡ ま た他 に も, 援助関係者に対
して , ｢相談する｣ ｢情報を聞く｣ ｢ 確認する｣ が あり ,
そ れらも ｢依頼する｣ と同様に , 保健婦が患者の立場に
なり代わ っ て , 援助関係者にかか わ っ て い る こ とを示す
もの と考える｡ 一 方, 本人 ･ 家族 に対する行為をみると,
｢訴えを聞く〕｢行動を共にする｣ ｢ 状態を把握する｣ ｢話
や考えを聞く｣ で あり, それ らは, 本人 ･ 家族を保健婦
自身がまず受容 し, 考えや意向を充分理解しようとする
も の と考えられる ｡
以上より, 援助関係者に働きか ける行為は, 保健婦側
から協力を得たい 関係者の元に飛び込ん で いくような能
動性が求められる行為で あるが , そ の 行為の 基底 に は ,
本人や家族の 真の 気持ちや意向を理解しようとし て , 本
人 ･ 家族 に かかわ る行為が重要な意味を成 して い る こと
が示唆された｡
2) 充た して い た ニ ー ズと創出した手段
保健婦が行 っ た援助関係者 へ の 働きか け に は, 蓑 3 で
みたよう に A - Ⅰ の 手段が用い られ て い たが, 本人 ･ 家
族 の ニ ー ズ と の関連で 整理すると, そ の行為の 特徴 は,
次 の 3 つ に集約で きる もの と考え る (図1)0 1 つ に は,
関係者に対し て , 直接 , 本人や家族 の真の気持ちや考え
杏, 保健婦の熱意や誠意を示 しなが ら伝える こと により,
関係者白身が本人や家族の状況を理解するの を促し, 本
人や家族に対し て関係者が行う援助を , 本人や家族の意
向に沿 っ た内容に整え て い く こ と で ある (手段A ･ B ･
C ･ Ⅰ : 図1-1)0 Br o mquist ら 5) は, 関係者が患者
ニ ー ズ を認識し て ケ ア計画が立て られる よう助ける こと
は, 患者を advoc ate するため に保健婦が果 たす べ き機
能の 一 つ で あ るとし て おり, 本研究 にお い て は, そ の 行
為 にお ける看護の意味を再確認で きたと いえる｡ ま た2
つ め に , 協力を要請した い関係者に対 して は, そ の 関係
者 にと っ て 影響力の ある他の関係者 (あ る い は仕組み)
を介在させる こと に より, 本人や家族 へ の援助 に対する
関係者自身の責任性を喚起させ て , 本人や家族の意向に
沿 っ た援助を関係者が主体的に行う の を可能に する こと
で ある (手段D ･ E ･ H : 図1-2)｡ 以 上 の よう に 関
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図 1 - 1 直接働きか ける 図1 - 2 他 の関係者を介在させ る 図1 - 3 援助関係者同士をつ なげる
図1 援助関係者に対する働きかけに用い た手段 (英字は表3の A - Ⅰ に対応する)
係者の , 本人や家族に対する理解や責任性の 認識を高め
る行為は, 地域内にお ける多種多様 な援助サ ー ビ ス を ,
患者や家族の意向に沿 っ た内容に整え て いく上で 重要で
あり , 関係者に対する教育的な働きか けの 意味を包含す
るものと考える｡ ま た, 3 つ め に , 保健婦が直接, 個 々
の 関係者の認識に働きか けた体験を , 地域内に集積させ,
さ ら に は, そ れ ら個 々 の 関係者同士が協力し合えるよう
な相互の関係性を つ くり出すこと で ある (F ･ G : 図1-
3)｡ そうする こ と に より , 関係者の 存在そ の もの を ,
本人 ･ 家族 に と っ て 必要な時に的確に対応して もらえる,
地域内の援助資源とし て整える意味を有するもの と考え
る｡
2 . 援助関係者に対する看護行為の意味
米国の Nation al Le agu e fo r Nur sing の 定義 に み る
よう に , 保健婦に は, 他 の保健医療関係者の行う サ ー ビ
ス と自分が行う サ ー ビ ス と を織り込む (inte r w e a v e) 役
割が ある こ とが協調され て きた 6)｡ ま た, 在宅 ケ ア に お
い て は, ケ ア を コ ーデ ィ ネ ー ト する援助の重要性が指摘
され て い る 7)8) 9)｡ し か し, こ れ ら の こ と は, 単 に , 煤
健婦が地域内の援助資源を本人や家族が受け入れられる
よう, 本人や家族に 一 方的 に働きか ける ことを意味する
も の で はな い こ とが , 本研究結果か ら明確に な っ た｡ 関
係者 に対 して は, 本人 ･ 家族 の個 々 の気持ちや意向を充
分認識 して もらう こ とや , 関係者自身が本人 ･ 家族 に対
して 果たせ る責任性に気づ い て もらうような意図的な働
きか けが重要で ある｡ そ うする こと に よ っ て こ そ, 本人
や家族の意向に沿 っ た質 の高 い 医療 ･ 看護 ･ 福祉 サ ー ビ
ス の実現や , 患者 ･ 家族 の生活の 営みそ の もの を社会的
に豊かな内容に整える ことが可能で あり , 本人や家族 に
と っ て満足の いく地域の ケ ア体制づくり を推進する こと
に なると考え る｡
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T H E M E A NIN G OF NUR SIN G A CT IVI TI ES IN R E G A R DTO PA RT ICIPA N T S IN C OM MU NITY CAR E
M is ako M iya z aki, As ako H ir aya m a
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K E YW O R D S
Pa rticipa nts ln Co m m u n lty Ca r e
Patie nts N e eds
Nursing A ctivitie s
T he pu rpo s e of this study w a sto ide ntify the m e a ni g of n u r sing a ctivitie s in r ega rd to pa rticlpantS
in c o m m u n ity C a r e.
T he e xperie n c e s of tw o pub lic he alth n u r s e s w e r e s ele cted thr o ugh n o n-str u ctu r ed intervie w s. T heir
nu r sing a ctivitie s o n :1･ patie nt, 2･ fa mily m e mbe r s a nd r elativ e s, a nd 3. paticipants in c a r e, the s e
m e a nings , a nd e a ch patie nt
'
s n e eds w e r e ex a min ed .
T be cha r a cte ristic s of the n u r sing a ctivitie sin r ega rd to pa rtlclpa nts w e r edis c u s s ed .
Findings sho w that:
1･ Requ e sting a nd c o n s ulting do cto r s a nd othe r staff w e r ei de ntified a s their mo st frequ e nt n u r sing
a ctivitie s.
2･ T he n u r sing a ctivitie sin r ega rd to pa rticlpa ntS w o uld e n able patie nts to obtain adequ ate m edic al,
n u r sing aITd s o cial w elfa r e s u r vlc es.
A d ded to this, the n u r sing a ctivitie s ln r ega rd to pa rticipa nts w ould enable patie nts to obtain go od
r elatio n ships with n eigh bo r s.
3･ T hr e ek inds of m e a nings w e r eide ntified; c o m m u nic ating with pa rticlpa ntS in care dire ctly, u sing
the othe r pa rtic lpa ntS a Sinte r m ediato r a nd c o o rdin ating pa rticipa nts in c o m m u n lty C are･
T he findings s ug ge sted that the m e a ni g of n u r sing a ctivities in regard to pa rticipa nts in c o m m u n lty
c a r e w e r eto fa cilitate their u nde r sta nding of s e n sitivity to the patient/fa mily n e eds a nd their u nde r
sta nding of a c c o u ntability fo r patieI-t C a r e, a Ⅲd to pr o m ote o rga nizing he alth c a r e s up po rt which pe ople
n e ed in their c o m m u n lty.
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